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日本人学生と中国人学生の文化的アイデンティティと  

国際感覚に関する一考察  

一  二三 朋 子  

問題と目的   

問題の背景   

20世紀，科学技術。交通手段。通信技術の飛躍的発展に伴い，人。物。情報  

の国際移動が急速に活発になり，異文化接触の機会も増大した。また，情報の  

共有により，各国・社会の国際化・均一化・相互依存関係が進む反面，地方化。  

民族化の動きが高まり，世界各地で民族運動や民族紛争が多発している。異文  

化接触の機会の増大や，国際化と地方化という相反する動きは，人々の国際感  

覚ヤアイデンティティにどのような影響を与えるのだろうか。   

T細別（1978）は社会的集団への所属意識を社会的アイデンティティとして，  

個人的アイデンティティと区別し，その所属意識が個々人に肯定的自己概念を  

与えると考えた。人は自分が所属する社会的集団（以下，内集団）を自己概念  

の源泉としている。内集団の成員であることを強く意識させられる場合には，  

自己概念の中の社会的アイデンティティが優勢になる。こうした状況下では，  

個々の成員の個人的特徴よりも集団の特徴に沿った行動を取る。内集団の評判  

が低ければ，自己概念を肯定的に保つことが難しくなるので，内集団の評価や  

社会的アイデンティティを維持・高揚しようとする動機が高まり，内集団の仲  

間をひいきする内集団びいきなどの現象が発生する。   

肯定的自己概念・自己の存在証明を得るために，人は4つの方法でアイデン  

ティティを管理しているとされる。第1の方法は，否定的に評価されそうなア  

イデンティティを隠すこと，第2の方法は威信の高い集団に加入したり，能力  

や資格を身に着けること，第3の方法は，否定されてきた自分の社会的アイデ  

ンティティの価値を反転させ，自己意識の変革を試みること，第4の方法は他  

者を差別し，自己のプラス価値を相対的に操作することである（石川，1992）。   

一二三（2008a，2008b）は，中国人留学生，日本人留学生を対象に，白文  

化に対するホスト国の人間の評価が文化的アイデンティティに与える影響を調   
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査し，肯定的評価も否定的評価も共に，文化的アイデンティティを高めること  

を報告している。さらに，文化的アイデンティティと自尊感情とが密接に関わ  

っていることを見出している。これは，ホスト国からの否定的評価により低下  

しそうになる自尊感情を回復するためには，白文化への愛着。誇りを強めるこ  

とが重要であることを示唆するものであり，T毎払1（1978）の社会的アイデン  

ティティ理論とも一致する。   

このように，文化的アイデンティティは肯定的自己概念にとって重要なもの  

であるが，肯定的自己概念を保障するために，白文化への愛着。帰属感が過剰  

になり，白文化への極端な偏執となったとき，自民族優越主義や異文化への差  

別感，さらには自分以外の国・民族・文化。宗教などへの排他的態度といった  

反国際的態度に結びつく危険性が予測される。自己の存在価値を証明できない  

とき，人は差別的になるという。アイデンティティ管理の方法として一番心理  

的コストが小さいからである（箕浦，1995）。   

では，文化的アイデンティティは差別感につながり易く，国際感覚と相反す  

るものなのであろうか。   

一二三（2008a，2008b）では，中国人留学生・日本人留学生の文化的アイ  

デンティティの構成要素である白文化や白文化の歴史への興味。関心。探索  

が，ホスト国文化への積極的受容を促すことを明らかにしている。これは，文  

化的アイデンティティが異文化。自国以外の国。民族などへの寛容性を育む可  

能性を示唆するものといえよう。   

これまでにも，異文化接触の影響として，文化相対主義の獲得や国際主義的  

態度の確立といった効果が多く指摘されている（星野，1994）。異文化接触に  

より多様なものの見方。考え方を知ることで，大局的な見地から自文化を見直  

したり，自国の利益だけを追求するのではなく，貧しい国とも富や資源を分か  

ち合うべきだといった国際主義的態度を身に着ける可能性も期待できよう。   

本稿では，日中の大学生を対象に，文化的アイデンティティと国際主義的態  

度との関係を検討する。文化的アイデンティティは国際主義的態度と相反する  

ものなのか，それとも国際主義的態度を促進するものなのか。そこに，異文化  

接触はどのような影響を与えるのか。青年期の留学は文化的アイデンティティ  

を鮮烈に意識する異文化接触体験である（大野，1990）。留学により，文化的  

アイデンティティや国際主義的態度はどのように変化するのであろうか。   

また，日本人の異文化接触の機会が増大する中で，日本人のアイデンティテ  

ィを異文化接触と関連付けて研究する重要性が指摘されている（新井，1995）。   
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一二三（2008a，2008b）は，中国人及び日本人の留学生を対象に，本国の大  

学生との比較を通して留学が文化的アイデンティティに与える影響を検討して  

いるが，これらは国別の分析と考察であった。そこで本稿では，日本人大学生  

と中国人大学生とを比較することで，国による特徴を明らかにすることも試み  

る。尚，文化的アイデンティティと肯定的自己概念とは密接に関連するものと  

考えられる。近年，日本の若者の中に，自分が嫌いで自分に自信を持てない者  

が増えているという。本稿では，肯定的自己概念に関しても日中の比較を行い，  

さらに，文化的アイデンティティとの関連も考察して，その様相の一端を検証  

してみたい。  

目的   

以上を整理すると，本稿の目的は以下の3点である。  

（1）文化的アイデンティティ。国際主義的態度・肯定的自己概念の関係  

（2）文化的アイデンティティ・国際主義的態度・肯定的自己概念に関する日  

中の大学生の相違  

（3）文化的アイデンティティ。国際主義的態度・肯定的自己概念に与える留  

学経験の影響  

（1）については，文化的アイデンティティの各構成要素と国際主義的態度。肯  

定的自己概念とが互いにどのように関連しているのかを，相関分析により検討  

する。（2）（3）については，日本と中国という国の影響及び留学経験の影響を検討  

するために，文化的アイデンティティ・国際感覚・肯定的自己概念を従属変数  

とし，国籍要因×留学経験要因による分散分析を行う。  

方  法   

被調査者 日中の学生の内訳は以下のとおりである。   

① 日本人留学生  

中国の大学（3大学）で学ぶ113名（男性59名，女性54名，平均年齢21．5  

歳，平均滞日期間25．5ケ月）  

（む 日本人本国学生  

日本国内の大学で学ぶ180名（男性55名，女性125名，平均年齢18．8歳）  

（夢 中国人留学生  

日本の大学（10大学）で学ぶ166名（男性74名，女性92名，平均年齢24．1   
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歳，平均滞日期間25．2ケ月）   

④ 中国人本国大学生  

中国本国の大学（3大学）で学ぶ149名（男性34名，女性114名，不明1  

名，平均年齢22．2歳）   

中国人大学生（留学生。本国学生）に関しては，実際はもっと多くの学生か  

らの協力を得たが，今回は漢民族に限定して分析を加えた。  

質問紙構成 本稿で分析に用いる質問項目は以下の通りである。  

1）文化的アイデンティティ 17項目  

2）自国・自国の人間への同一視 5項目  

3）国際主義的態度 6項目  

4）肯定的自己概念10項目  

1）についてはPhinney（1992）のMultigroup EthnicIdentity Measure  

（以下，MEIM）を参考にした。2）については，Karasawa（1991）の集団  

同一視尺度7項目版（堀。吉田，2001）を参考にし，留学先にも本国学生にも  

内容が妥当なものを選んだ。3）については，KarasaⅥra（1994）の国民意識  

尺度（堀。吉軋 2001）のうち，「国際主義」を測定する項目を参考にした。  

4）については，山本。松井。山成（1982）の自尊感情尺度（堀・山本，2001）  

を参考にした。尚，1），4）は，一二三（2008a，2008b）と同様の質問項目  

である。回答は全て5段階評定である。  

調査時期 質問紙の配布。回収時期は2006年5月から10月までである。  

分析 まず，各概念の構造を検討するために，質問紙の1）～4）について固  

有値1．0以上とした因子分析（主因子法，バリマックス回転）を行なう。次に，  

各因子を構成する項目から尺度得点を算出し，相関分析及び分散分析を行う。  

結果と考察   

各構成概念の構造   

図子分析の結果を以下にみていく。分析に際し，日本人学生のみ，中国人学  

生のみで因子分析を行って比較し，また，1），4）については一二三（2008  

a，2008b）とも比較し，いずれもほぼ同様の結果であることを確認したうえ  

で，両者を合わせて因子分析を行った。   

「文化的アイデンティティ」に関しては，3つの因子が抽出され，それぞれ  

「白文化への愛着・誇り（以下，愛着）」「自分のルーツヘの興味・関心・探索   
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（以下，探索）」「白文化の保持。継承（以下，継承）」と命名した（TABLEl）。  

恨BLEl 文化的アイデンティティ  

因子  

愛着  探索  継承   

白文化や00（日本。中国）人であることをすばらしいと感じる  ．ア7S  ．248  ．287   

自国・自国の人への強い愛着   ．749  ．257  ．297   

白文化や00（日本。中国）人であることの誇り   ，ア息4  ．384  ．255   

00（日本・中国）人であることを幸せに思う   鴻鵠  ．211  ．210   

自国・00（日本・中国）人への強い帰属意識   藩齢  ．465  ．217   

自分の子どもへの00（日本・中国）人としての誇りの継承   藩鑓  ．300  ．497   

自国の伝統料理。音楽・文化を大切に感じる   ，5登呂  ．262  ．405   

00（日本。中国）人であることの意味の理解   ．279  ．TTや  ．112   

他国との関係からの00（日本。中国）人であることの意味の理解  ．301  ．官40  ．167   

00（日本。中国）人であることが人生に与える影響を考える  ．211  ．5望竣  ．137   

自国をより深く知るために他の自国の人からの話を聞く   ．167  藩9蕃  ．292   

00（日本。中国）人であることが人生に果たす役割がわからない  －．186  …※翫鰻  ー．108   

自国の歴史・伝統。習慣を知るために勉強   ．053  牒繹  ．212   

自分の子どもへの歴史・伝統文化教育   ．315  ．266  藩鍼   

自分の子どもへの自国語。伝統・文化・習慣の継承   ．358  ．205  †ア96   

自国語はとても大切   ．386  ．216  凍弼   

自国の文化・歴史について多くを学ぶために努力したい   ．288  ．279  藩鍾   

「自国せ自国の人間への同一視」に関しては1元性が確認され，「同一視」  

と命名した（TABLE2）。  

mBLE2 自国・自国の人間への同一視  

国子  

同一視   

「あなたは典型的な00（日本。中国）人」と言われると嬉しい   ヰ拳曽5   

「あなたは典型的な00（日本・中国）人」という表現は適切   藩弗   

自国。自国の人への強い愛着   諸82   

「私は00（日本・中国）人だなあ」という実感   。3芋5   

自分の考えや行動に影響を与えた自国の人はたくさんいる   認開  
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「国際主義的態度」に関しては1元性が確認され，「国際感覚」と命名した  

（TABLE3）。  

11BLE3 国際主義的態度  

因子  

国際感覚   

我国にとって外来文化を積極的に取り入れることはプラスだ   ．653   

我国は政治的利益に関係なく，苦しんでいる国に積極的に援助すべきだ   ．593   

我国は外国に対してもっと門戸を開放すべきである   藩㍍   

我国から外国籍企業は排除すべきだ   ′▼－壕95   

他国の貧困の緩和は我国とは無関係である   ∴塚澤   

我国は諸外国から学ぶことが多い   ．箋．舶   

「肯定的自己概念」に関しては2つの因子が抽出され，それぞれ「自己有能  

感（以下，有能感）」「自己肯定感（以下，肯定感）」と命名した（TABLE4）。  

mBLE4 肯定的自己概念  

私はいつも自分が役に立たない人間だと思う（R）  

私はいろいろな良い素質を持っている  

私は物事を人と同じくらいにはうまくやれる  

私は敗北者だと思うことがある（R）  

私は他の人と同じくらい価値ある人間である  

私には自慢できることがあまりない（R）  

私は全くだめな人間だと思うことがある（R）  

私は自分をもっと尊敬できるようになりたい  

私は自分に満足している  

私は自分はこれでいいと思う  

※（R）は反転項目  

尺度得点の算出   

因子負荷量が．30以上のものを尺度項目とする各尺度のクロンバックのα係   
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数を求めたところ，。68～．92であり，十分な内的整合性を有することが確認さ  

れた。各尺度の構成項目の合計得点を項目数で除したものを尺度得点として以  

下の分析を行う。尚，「肯定的自己概念」のうち「肯定感」に関しては，因子  

を構成する項目が2項目しかないので，今回の尺度からは除外した。尺度得点  

の平均値と標準偏差をTABLE5に示す。  

mBLE5 各尺度得点の平均値・標準偏差  

国籍  
従属変数   留学経験  

日本   中国   

愛着   留学生   3．62（1．00）   4．35（．66）   

α＝．92   本国学生   3．70（．81）   4．53（．58）   

探索   留学生   2．94（．80）   3．56（．62）   

α＝．78   本国学生   2．74（．70）   3．79（．63）   

継承   留学生   4．01（．93）   4．31（．68）   

α＝．82   本国学生   4．09（．74）   4．52（．52）   

同M・視   留学生   3．07（．90）   3．71（．77）   

α＝．77   本国学生   3．12（．81）   3．90（．77）   

国際感覚   留学生   3．73（．66）   4．15（．62）   

α＝．68   本国学生   3．56（．51）   4．10（．52）   

有能感   留学生   3．26（．81）   3．75（．63）   

α＝．85   本国学生   3．03（．78）   3．93（．58）   

（）内は標準偏差  

文化的アイデンティティと国際感覚との相関   

文化的アイデンティティと国際感覚との関係について見ていく。日本人学生  

についてはTABLE6，中国人学生についてはmBLE7に，相関係数をまと  

める。   

TÅBLE6とTABLE7より，対照的なのは，日本人学生は文化的アイデン  

ティティと国際感覚に有意な相関がないのに対し，中国人学生は，弱いながら  

も有意な相関が見られることである。また，「有能感」と有意な相関が見られ  

るのは，日本人学生の場合「愛着」「探索」だけであるが，中国人学生の場合  

は「愛着」「探索」「継承」「同一視」「国際感覚」の全てと有意な相関が見られ  

た。これらのことから，次のことがいえよう。   
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TABLE6 相関係数 一日本人学生－  

愛 着  探 索  継 承  同一視  国際感覚  有能感   

．5摘＊＊  薄利琢痺  ノ   ．114  ≠2i音容鈎   

探索   ，4望4＊埠   ＼  ，5警護率＊  †357＊＊   ．017  ，2望5＊＊   

継承   ．ア童i＊琢  ．連番冒＊＊  凋99＊頑   ．087   ．146   

同一視   ，759率串  ．3i鼠＊率   †5¢5＊率    ＼   ㍉守洞   ．084   

国際感覚   ．064   ．118   ．156   ．051  

有能感   ．206＊   ．2ま0率   ．165   ．056   

＊p＜・05 ＊＊p＜・01  

TABLE7 相関係数 一中国人学生－  

愛 着  探 索  継承  

．6護i率牒  昔掴溶＊   5ア4＊＊  。283溶＊   

探索   も58致串率    ＼   ．5蓬鼠寧＊   †温79＊  藩閥貌寧   

継承   ．芸才l＊索  ゝ5銅＊索  。媚9蛍＊   。j弼串   ー諾¢5＊  

同一視   －5温0率＊  ．…   、豊86幾  

．3¢9穀＊  や395淳＊  瞥護3呈＊添  

有能感   。28産＊穀  ．373竣培  ．温99＊  ．215＊＊  

＊p＜・05 ＊＊p＜・01  

日本人学生の文化的アイデンティティと国際感覚とには有意な関係が見出せ  

ない。自文化へのアイデンティティを強く意識することが他国への関心に向か  

わず，自国・自文化への愛着。関心にとどまっている様子が推測される。これ  

は，日本が島国であることとも関係しているのかもしれない。近年まで，他国  

からの攻撃や侵略の危機にさらされることも少なく，異文化と自文化との違い  

を日常的に突きつけられることも少なかった日本人の歴史的背景が，他国と自  

国との関係や付き合い方を身近なものとして考える習慣を育ててこなかったこ  

とが1つの原因として推察される。ときに平和ボケとも評される日本人の，他  

国への無関心さの一端を表すものとも考えられよう。   

また，有能感に関しては，自国の人間への同一視との相関は見られなかった。  

自分は日本人であるという自覚が肯定的自己概念と結びつかないことがわか   
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る。日本人は欧米コンプレックスが強いことはよく指摘されることである。ま  

た，日本人は他国からの評価を常に気にしており，他国からの評価によって自  

国への評価が左右される傾向がある。こうした精神的風土では，自分が日本人  

であることの自覚。認識が肯定的自己概念を培うことは難しいといえよう。   

中国人学生の場合，白文化へのアイデンティティや自国の人間への同一視が  

強くなるほど，他国との協調関係を重視する国際感覚も強まることが何える。  

文化的アイデンティティは排他的な自民族優越主義や他国への無関心を助長す  

るのではなく，文化相対主義の確立や国際感覚の育成に寄与することが期待さ  

れる。   

また，有能感と文化的アイデンティティ。中国人への同一視とが相互に関連  

し合っている。社会的アイデンティティが肯定的自己概念の源泉であるという  

恥脾1（1978）の説と合致した結果である。また，有能感は国際感覚とも，弱  

いながらも有意な相関が見られる。他国への積極的支援や開放的態度が有能感  

を高めていると考えられる。これらのことより，中国人学生の有能感は多面的  

な精神的基盤によって支えられていることが推測される。  

国籍要因と留学要因の影響   

次に，国籍及び留学経験の影響を見ていく。尺度得点を従属変数として，国  

籍要因×留学経験要因による分散分析を行った。分散分析結果（mBLE8）  

と，交互作用のみられたものに関しては単純主効果を検定した結果を以下に示  

す（TAB五E9）。  

（り 文化的アイデンティティ   

文化的アイデンティティに関わる「愛着」「探索」「継承」「同一視」のいず  

れも中国人学生のほうが，日本人学生よりも有意に高いことが示された。中国  

人学生は日本人学生よりも文化的アイデンティティが強く，白文化への愛着や  

誇り，白文化への帰属感，自国への同一視の程度が高いことがわかる。これに  

対し，日本人学生は，白文化への愛着や誇り，興味や関心が希薄である。   

また，日本人も中国人も共に，「愛着」「継承」「同一視」に関しては留学生  

よりも本国学生のほうが有意に高かった。留学することが文化的アイデンティ  

ティを高めるのではなく，逆に文化的アイデンティティを弱めている。言い換  

えれば，白文化だけをすばらしいと思う優越感。排他主義を弱め，文化相対主  

義を身につけていく過程とも考えられる。ただし，今回の調査は横断的なもの  

であり，同一の被調査者の時間的変化を迫ったものではない。留学生たちがも   
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mBLE8 分散分析の検定結果  

従属変数  国籍要因   留学要因   交互作用  

F（1，604）  F（1，604）  F（1，604）   

愛着   蓬、5望．遽3＊率＊  4．26繚   ．57  

鉦審車中閣  蘭学＜賽窮   

探索   2縛，66東嶺率  i擾．呂冒＊率率   

冒寒く中軸   

継承   離烏源空攣  5■逢8苧   1．19  

鉦率車庫周  恕謡吏塞腐   

同一視  逢蓬4．S望＊＊鍵  3。0糾   ．86  

鉦審キ率庸  留学境木鏑   

国際感覚  隻0逢．94恕＊＊  5，酵時   1．67  

冒本く率醤  渚学幸華燭   

有能感  i逢5．昏6＊＊＊  

鉦怒車庫磯   

†p＜．10 ＊p＜．05 ＊＊p＜．01＊＊＊p＜．001  

TABLE9 単純主効果の検定結果  

従属変数   国籍要因の単純主効果  留学要因の単純主効果  

留学生   本国学生   日本人学生  中国人学生   

探索   5望。箋冒癖華攣   窯粧。欝i＊索率  5が35溶警   温0。5¢掬警  

冒寒く中席   冒寒く中滴  留学亨寒瀾  博学く寒河  

有能感   3望一望5叙率＊   ま3Sト33＊串率  針華㌘  6。95＊凍  

賢ヨ寒く中家肇  冒本く中層  甜学事本属  礫学く賽観   

†p＜・10 ＊p＜・05 ＊＊p＜・01＊＊＊p＜・001  

ともと文化的アイデンティティの低かった可能性があることにも注意を要しよ  

う。   

尚，単純主効果の検定結果より，「探索」に関しては，日本人学生は留学生  

のほうが本国学生より高かった。留学することが刺激となり，それまで無関心  

だった自国の文化。歴史。伝統などに関心を高めることが推察される。  

（2）国際主義的態度（国際感覚）   

国際感覚については日本人学生よりも中国人学生のほうが高い。日本人学生  

は全般的に海外と日本との関係に対する関心が薄いのに対し，中国人学生は海   
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外への関心が高く，他国との協調関係を重視しているといえよう。また，本国  

学生よりも留学生のほうが有意に高かった。留学することにより，異文化接触  

を体験する中で，異文化の人の考えを知り，異文化の立場から自国や世界を捉  

え直す体験が，文化相対主義的態度や国際感覚を養うことが推測される。  

（3）肯定的自己概念（有能感）   

有能感については中国人学生のほうが日本人学生よりも有意に高い。先にも  

見たように，中国人学生の有能感は文化的アイデンティティや国際感覚と相互  

に関わり合っていた。言い換えれば，中国人学生の有能感はさまざまな精神的  

基盤と有機的に関連し合っており，安定したものであることが推測される。こ  

れに対し，日本人学生は自国の人間に対する誇りが希薄であり，有能感が文化  

的アイデンティティに負うところは少ないことが示されていた。中国人学生に  

比べて有能感が低いのは，その根拠とする精神的基盤の脆弱さを表しているの  

かもしれない。   

また，単純主効果の検定結果より，日本人学生は，留学生のほうが本国学生  

よりも有能感が高く，中国人学生は逆である。日本人学生は留学することで親  

から自立し，生活面。学業面での問題を自力で克服していくことで，有能感を  

高めることが推察される。一方，中国人学生の場合は逆の現象が見られる。留  

学し，日本で生活する中で，住居やアルバイトの問題など自己の力では解決し  

えないさまざまな困難に遭遇し，挫折感を味わいながら，自信を喪失していく  

のであろうか。生活面・経済面での困難さという点では，日本から中国に留学  

するよりも，中国から日本に留学するほうが，遥かに難しい。そうしたことが，  

自己の有能感にマイナスに影響する可能性は否定できまい。  

ま と め   

教育的示唆 本稿では，日本人学生及び中国人学生を対象に，文化的アイデン  

ティティと国際感覚との関係を検討し，さらに，国籍及び留学経験の影響を考  

察した。その結果，中国人学生の場合，文化的アイデンティティと国際感覚と  

は関連があるのに対し，日本人学生の場合，両者の間には関係がないことが示  

された。また，文化的アイデンティティ。国際感覚。肯定的自己概念のいずれ  

も，中国人学生の方が日本人学生よりも高いことが示された。以上の結果から，  

次のような教育的示唆が得られよう。   

第1に，日本人学生に対する，文化的アイデンティティを高める教育の重要   
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性である。本研究の調査から，日本人学生の文化的アイデンティティ及び肯定  

的自己概念は中国人学生のそれより低いことが明らかになった。また一二三  

（2008b）より，自文化への愛着・誇りは自己有能感を高めることが示されて  

いた。文化的アイデンティティの低さが肯定的自己概念の低さの唯一の原因で  

あるとはいえないが，その一因であることは否めまい。日本では戦後，愛国心  

を育てる教育を忌避し，逆にそれらを持たせないことを是とする教育的態度が  

隆盛だった感がある。日本人学生の自信や有能感を培うために，自国。白文化  

への誇りや帰属感を育み，多面的にそれらを支援する教育が求められよう。   

第2に，日本人学生の国際感覚を養う教育も重要である。日本国内に在住す  

る外国人が増え，多文化共生の問題は今後ますます重要な課題になっていくで  

あろう。その際，海外との関係の中で日本が果たすべき役割を意識し，他国と  

どのような協調関係を築いていくかに対する感覚を鋭敏にしていくことが急務  

である。また，そうした国際感覚に裏打ちされた文化的アイデンティティこそ  

が文化相対主義的態度の形成に寄与するのではないだろうか。   

第3に，中国人留学生の有能感が，本国の中国人学生よりも低いことにも注  

意を向けたい。日本人学生の場合，留学生のほうが有能感が高かったが，それ  

は留学生活の中でさまざまな困難を克服していくことから得られた自信による  

と考えられる。これに対し，中国人は留学することで逆に有能感を低めている。  

中国人が日本に留学することは，日本人が中国に留学するよりも，経済的な面  

からだけでも，遥かに困難なことである。物価の高さ，住居の問題，アルバイ  

トと学業との両立の難しさなどにより味わう挫折感。無力感が，自信や有能感  

を損なわせることは想像に難くない。本研究での調査対象者は中国人留学生の  

ごく一部に過ぎないが，調査結果は日本における海外からの留学生の現状の一  

端を反映したものといえよう。中国人留学生に限らず，海外からの留学生を受  

け容れる態勢をさらに見直すことが必要であろう。  

今後の課題 本研究では日本人学生と中国人学生を対象に，文化的アイデンテ  

ィティと国際感覚を中心に考察してきた。しかし，調査が横断的であり，留学  

生と本国学生との相違をそのまま留学の影響と考えることはできない。また，  

被調査者の平均年齢が異なることも結果に影響を与えた可能性がある。今後は  

同一の被調査者の縦断的調査が必要となろう。また，対象の国を中国以外に広  

げていくことも必要である。今後の課題としたい。   
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